
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため、下記のサービスを停止しています。

ご来館されるみなさまへのお願い

学習室の利用について

ミニリサイクルコーナー

イベントはホームページやツイッターでもご案内しています。
不明な点がございましたら、お電話でお問合せください。
※１月５日よりホームページのＵＲＬが新しくなりました。
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▶問い合わせ先＝生涯学習課　生涯学習係　　　  ９１５９56☎

無料 申込不要

年月が経過し読まれなくなった図書館の資料

を町民の方に無料で配布いたします。

今年度は館内入り口付近に「リサイクルコー

ナー」を設置しています。

※資料に関するご要望・ご質問はお受けできません。

※資料は少しずつ、随時追加していきます。

期間：３月３１日（水）まで

　　　（なくなり次第終了となります。）

冊数制限：

絵本・紙芝居はあわせて

１日１人３冊まで

・１階閲覧席の座席使用

・インターネットＰＣ及び視聴覚ブースの利用

・２階休憩コーナーの使用

・貸出用袋の利用

◆ マスクの着用をお願いします。
   　体調に不安のある場合の来館はお控えください。
◆ 室内換気のため、窓をあけています。
   　体温管理にご留意の上、ご来館ください。
◆ 館内への滞在時間は短時間とさせていただきます。

◆ 館内入口に消毒液を設置しています。
   　手指の消毒にご利用ください。
◆ 身体的距離の確保へご協力をお願いします。
◆ カウンターにパーテーションを設置しています。
　ご用のある方はカウンタースタッフにお声かけください。

今月の展示

企画１　「絵本屋さん大賞」

企画２　「本屋大賞」

季節　　「ひなまつり」

季節　　「春」

季節　　「卒業・入学」

３月３１日（水）まで

4月３０日（金）まで

３月３日（水）まで

４月３０日（金）まで

４月１１日（日）まで

無料読書通帳　２０２１春スタッフおすすめの１冊
本を借りてポイントを貯めて、景品と交換しよう！
１月に開催したおみくじに書かれている対象の本を借りると
さらにポイントがもらえるよ♪

期間：3月9日（火）～ 5月9日（日）
対象：本・雑誌・紙芝居　（CD・DVDは対象外）

「むしのほん」

エドワード・ゴーリー//著　柴田元幸//訳

仲良く暮らしていた、いとこ同士の3色のむし

たち。ある日、親戚ではない黒いむしがあら

われました。意地悪な黒いむしに対し、3色の

むしたちがとった行動は……？ブラックユーモ

アの効いた大人も楽しめる絵本です。

【利用時間】　午前１０時～午後１時 ／ 午後３時～６時

【利用方法】　カウンターにて申込用紙の記入、または

「とちまる安心通知」の登録をお願いします。

受付時に検温をさせていただきます。体調のすぐれ

ない方、マスクの着用がない方のご利用はご遠慮く

ださい。

詳しくは図書館ホームページをご覧ください。

開館時間の変更について
４月１日から開館時間が午前９時３０分～午後７時に

なります。来館の際は、時間をご確認のうえお越しください。

「発達障がいの理解と対応」

図書館では、感染拡大防止のため様々な対策をして開館しています。皆様のご理解ご協力をお願いします。

〇発達障がいとは
　発達障がいは、生まれつきの脳機能の発達の偏りによる障がいです。多くの場合、幼児期から学齢期に

その特性が出現し、生涯にわたる障がいであることが特徴とされています。発達障がいのある人は、見た

目では障がいがあることがわかりにくいため、「協調性がない」「自分勝手」等と誤解されやすく、困難

や「生きづらさ」を抱えていることが多い点を理解する必要があります。

〇それぞれの障がいの特性(傾向)
　「自閉スペクトラム症(ＡＳＤ)」(診断によっては、アスペルガー症候群、高機能自閉症、広範性発達障がいとも)

　　 言葉の発達の遅れ。周囲とコミュニケーションを取るのが苦手。対人関係が作れない。

　　 こだわりが強い。変化が苦手。興味関心がかたよる。感覚の過敏さ。

　「学習障がい(ＬＤ)」

　　 全体的な発達に比して「読む」「書く」「計算する」等が極端に苦手。

　「ＡＤＨＤ(注意欠陥・多動性障がい)」

　　 不注意(集中できない)。多動(じっとしていられない)。衝動的に行動する。忘れ物が多い。

　　 片付けが苦手。感情のコントロールが苦手。集団行動が苦手。

〇配慮・支援のポイント ～こんな心づかいで差別をなくしていこう！～

　障がいの種類や程度、年齢や性格、環境などにより、その特性も様々で、生活の中で困難なことや苦手

なことも異なります。発達障がいのある人と接する際は、一人ひとりの特性に応じて、次のような配慮や

支援をすることで本人も助けられ、周囲との関係も良好になります。

・「何が苦手なのか」ばかりでなく、「どんなことができて、どんな魅力があるのか」といった

　「その人らしさ」に目を向けましょう。周囲に認めてもらうことが本人の自信につながります。

・だれもが自分らしく生きていけるように、その人の特性に合った支援をしましょう。

・言葉や文字による情報が苦手。→絵や図にして目でわかる情報として伝えましょう。

・あいまいな表現が理解しにくい。→「何を、いつまでに、どうするのか」を具体的に短い言葉で。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆっくり、はっきり伝えましょう。

　(例)「午前中に・・・をしてね。」→「〇時までに・・・をして、報告してください。」

・相手の気持ちを察知したり、周りの状況などを考えてから行動するのが苦手。

　(例)「忙しいからあとでね」と返事をしたら、対応してもらえないと不満な態度になった。

　　　→「この用件が終わったら、〇〇さんに声をかけるから、それまで少し待ってね。」

図  書  館図  書  館図  書  館図  書  館 ☎ 56 7825

FAX 56 7826
 4月～ 9月：午前9時30分～午後7時

10月～ 3月：午前9時30分～午後6時30分

休館日：（毎週月曜・祝日は開館）：  3月1日・8日・15日・22日・29日 / 4月5日・12日・19日・26日

東館南集会所東館南集会所
〒３２９－０６１１

　上三川町大字上三川１２２３－１

☎ 56 ８５０６

広報かみのかわ　2021.3.123

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、施設の臨時休館又は、イベントを中止することがありますのでご理解願います。


